
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿智村 

 

  

認定地域資源と案内人登録の 

申請手引き 

平成 27 年度からはじまる全村博物館構想の新しい取組 

平成 27 年 7 月 21 日 



 

地域探訪ツアー 

１．全村博物館(ぜんそんはくぶつかん)構想とは 

全村博物館構想は、地域全体を屋根のない博物館に見立て、

住民と村が連携し、これらの資源を調べ、守り、伝え、地域づ

くりに生かしていくものです（※）。 

村には、歴史、自然・景観、生活・文化、産業、人物など多

様な資源があります。それらを保護活用する住民団体がいくつ

もあります。地元を知り、地元に誇りを持ち、さらに、来訪者

との交流を進めることをめざします。 

➡地域の資源の例・・・中馬街道,出づくり,伍和の田園風景,ほうば

寿司,各地の伝説・言い伝え、その他多数・・・ 

➡活躍中の住民団体例・・・馬方会,栗矢の無礼講,備中原つつみ公園,おらほの夢先案内人,浪合史跡保存

会・・・ 

※ これは「エコミュージアム」と呼ばれています（文科省 HP）。松本市・山形県朝日町など全国・世界の他数の地域・

自治体で取り組まれています。 

 

 

２．今までの経過と要綱の策定 

全村博物館構想は平成 20 年阿智村第 5 次総合計画の村づくりの考えの中に掲げられました。ま

た、村の中では、園原ビジターセンターの設置、東山道・中馬街道・下條街道・清内路街道などの

古道ウオーキング、阿智学会の発足、阿智ジャーナルの発行、あっちっち熱中人の連携、2011 エ

コミュージアム全国大会 in 阿智、その他多数の事業や活動が行われてきました。今回、目に見え

る形をめざし、村の要綱として全村博物館構想を位置付けました。住民活動が一層活発化するよう

村は支援してまいります。 

 

 

３．認定地域資源制度と案内人登録制度 

①認定地域資源制度 

「認定地域資源制度」を設けました。住民が主体的に価値を見出し次世代に継承していきたい地

域の資源を村が認定する制度です。これにより、より多くの村民と共有して、みんなで次世代に守

り伝えていきます。また、その地域資源を、地域の思いや物語と共に未来の村民に伝えようと活動

している方々を応援します。 

 

【地域資源の種類】 

歴史、自然・景観、生活・文化、産業、人物など 

 

 

【認定条件】 

・地域資源として地域の思いや物語があり、未来の村民に伝えていきたいもの 



・それを守っている住民団体があること 

・公開され、また案内できる人がいること 

・自治会もしくは部落の推薦があること 

 

②案内人登録制度 

認定地域資源の案内、調査、研究、学習支援を行う「案内人登録制度」を設けます。本人の申出

により登録できます。登録した方を村民や来訪者に紹介します。 

 

【地域資源認定・案内人登録の手続き】 

認定・登録を希望する方は別紙申請書等を村に提出してください。企画委員会の意見を経て、村

が認定します。詳しくは村役場協働活動推進課にお問合せ下さい。 

 

この他にも、認定地域資源をもち、一定のまとまりをもって活動している地区を『地区まるごと

博物館』としても認定していきます。また、申し出のある資料館等を『地域資源案内館』に指定し、

来館者に対し周辺の地域資源や案内人の紹介をしていただきます。この他、関連する公共施設や昼

神ガイドセンターその他宿泊施設等にもパンフレットやチラシを用意します。 

 

 

４．今後の予定 

①地区案内看板の設置 

この看板は、部落または自治会などの範囲を単位として、その地区や地区内の地域資源を案内す

るものです。地域資源の保護・活用などに熱心に取り組み、地区まるごと博物館認定を希望する地

区から順次設置していく計画です。看板設置募集の詳細は別途お知らせします。 

②ホームページの充実 

今あるホームページをさらに充実させていきます。 

③連絡会の呼びかけ 

全村博構想に賛同する住民団体等が情報を共有し事業の推進を図るため、村は連絡会設立を呼び

掛けていきます。 

④役場内の全村博プロジェクトチームの立ち上げ 

 全村博構想を推進するために、役場内の関係部署と研究していきます。 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

残していきたい地域資源。今浪合で

再び明かりが灯された、「機織り」も

大切な地域の資源、楽しみながら、

活動していきたいと思っています。         

佐久間智子 

地域を見つめよう 

先人の築いた歴史文化に学び 

私たちの足跡を明日に 

地域に生きる誇りを 

      勝野公人 

 
「えっ、この道に

こんな歴史があっ

たとは！」 

  平栗奈津代 

 

ちょっと車をおいて見廻すと道

ばたに、田、畑にも今までのはぐ

くんできた生活日常がある。次

の世代にひきつげるかは今の私

達の気づかいひとつですね。   

小野英代 

 長い年月、祖先が守り伝え

てきた史跡や景勝は、草露

を踏んで訪ねる祈りの対象

だと思います。 

       塚田紀昭 

 
気付かぬ まだ有る 

資源の宝物 住民

皆んなで探して勉強

して博物館を盛りた

てよう。   

長谷川利夫 

 
ぜひ認定地域資源と

案内人登録を！ 

     中里信之 

いいとこ阿智村！ 

みつけよう！阿智の宝！ 

 『おらが村は、まる

ごとお宝だに！』  

井原正文 

認定地域資源・案内人登録や案内看板設置の募集等について、詳しくは事務局へご相談ください。 

阿智村協働活動推進課  〒395－0303 長野県下伊那郡阿智村駒場 483 番地 

ＴＥＬ 0265-43-2220(代) ＦＡＸ 0265-43-2351  Ｅ-ｍail：kyodo@vill.achi.nagano.jp 

 


